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平
成
28
年
第
１
回
大
崎
上
島
町
議
会
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
16
日
の
会
期
で
開
会
し
た
。

　

町
長
の
施
政
方
針
に
始
ま
り
、
４
名
の
議
員
の
一
般
質
問
、
条
例
改
正
を
含
む
議
案
等
、
３
月
補
正
予
算
、
新

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
を
審
議
し
、
全
て
の
案
件
を
可
決
し
た
。

歳  出
（使いみち）

維持補修費
6439万円

その他
2億8572万円 災害復旧費

53万円

町長など特別職・議員の報酬
職員の給与・手当など

3443万円の減

借金の返済
1億4388万円の減

教育・医療・福祉などの費用
1872万円の減

補助金・負担金
1億1658万円の増

電気料・燃料代・
リース代など
2821万円の増

151万円の増

基金への積立金等
699万円の減

人件費
9億4168万円

公債費
13億6166万円

扶助費
5億3695万円

補助費等
10億4709万円

物件費
10億4920万円

普通建設事業費
10億3326万円

繰出金
8億4605万円

道路・林道などの整備
1億2658万円の減

各特別会計への繰り出し
1億4422万円の増

予算を可決
１１０億１５７２万円
　１１億　７６５万円

諸収入
1億1858万円

使用料及び手数料
9042万円

分担金及び負担金
1億1543万円

寄付金
10万円

財産収入
5148万円

地方譲与税
5058万円

地方消費税交付金
　1億6177万円 その他 

2191万円

歳  入
（財源）

枠内は、
前年度比較

町民税・固定資産税など
3555万円増

国からの交付金
3000万円減

町の借金
4750万円減

県からくるお金
1050万円減

国からくるお金
8215万円減

地方交付税
29億7000万円

町債
11億765万円

7723万円増
130万円減

町税
11億828万円

繰入金
4億7456万円

国庫支出金
4億3945万円 自主財源

依存財源

県支出金
4億5632万円

自主財源
…町税など自主的な収入
依存財源
… 地方交付など国または
県から交付される収入
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対前年比
0.6％
減額

［
町
長
施
政
方
針
よ
り
抜
粋
］

　
　
今
年
度
の
主
要
事
業

　

一　

多
様
な
人
材
を
育
て
る
教
育
の
島
づ
く
り
を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

　

二　

新
た
な
人
の
流
れ
で
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　

三　

地
域
資
源
を
生
か
し
て
仕
事
と
産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

　

四　

癒
し
と
元
気
な
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

平 成 2 8 年 度
予算総額（一般会計＋特別会計）
今年度の町債（借金）

平成28年度一般会計予算
71億6653万円

会計別予算総括表
会計名 予算額 前年度比 ％

一般会計 71億6653万円 △0.6

国民健康保険 14億 269万円 △3.2

介護保険 14億5695万円 △3.6

後期高齢者医療保険 1億8183万円 7.5

簡易水道事業 4億4209万円 7.3

公共下水道事業 1億5502万円 20.2

農業集落排水事業 4463万円 14.5

漁業集落排水事業 5758万円 △10.3

港湾管理 1638万円 16.3

漁港管理 355万円 △3.3

交通事業 7876万円 △1.6

干拓地管理 971万円 11.4

特別会計合計 38億4919万円 △0.8

合　　　　　計 110億1572万円 △0.6

第１回定例会
（３月議会）
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新規事業
地
域
課
題
解
決
事
業

★ 

も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド
形
成
・
人
材
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業

　

地
域
の
企
業
に
埋
も
れ
て
い
る
様
々
な
資
源
の

情
報
を
ま
と
め
、
外
へ
情
報
発
信
し
、
地
域
の
企

業
と
外
の
人
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
ツ
ア
ー
の

実
施

★ 

地
域
の
学
び
の
伝
承
・
知
の
た
ま
り
場
・
交
流

拠
点
事
業

　

マ
ッ
チ
ン
グ
の
中
で
生
ま
れ
た
学
び
を
共
有
・

伝
承
す
る
こ
と
で
、
受
け
入
れ
基
盤
の
充
実
、
人

が
人
を
呼
ぶ
循
環
の
形
成
を
図
る

�

事
業
費　
　

５
６
２
９
万
円

乳
幼
児
等
の
医
療
費
給
付
事
業

　

乳
幼
児
が
対
象
で
あ
っ
た
医
療
費
の
助
成
制
度

の
対
象
を
小
学
校
・
中
学
校
ま
で
拡
大
し
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
作
る
。

�

事
業
費　

１
１
１
２
万
円
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今年度の主要
広
島
県
立
大
崎
海
星
高
等
学
校

活
性
化
支
援
事
業

　

今
年
度
で
２
年
目
と
な
る
公
営
塾
は
、
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
に
関
す
る
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
す
る
外
部
専
門
家
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
招

へ
い
し
大
崎
海
星
高
校
魅
力
化
を
図
り
、
県
外
募

集
を
行
い
高
校
ま
で
は
地
域
で
学
べ
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
地
域
力
の
向
上
を
図
る
。

�
事
業
費　

１
８
２
１
万
円

住
宅
新
築
改
築
助
成
事
業

　

町
民
の
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
住
宅
の
新

築
・
改
築
を
行
う
場
合
、費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

　

そ
れ
に
よ
り
町
民
の
住
環
境
の
向
上
と
地
域
の

内
事
業
の
活
性
化
を
図
る
。

�

事
業
費　

１
２
０
０
万
円

新
規
就
農
者
育
成
事
業

　

就
農
初
期
の
生
活
支
援
を
行
い
経
営
が
軌
道
に

乗
る
ま
で
の
期
間
、
青
年
就
農
給
付
金
を
給
付
す

る
。

�

事
業
費　

２
１
３
８
万
円

公営塾で学ぶ
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支
所
庁
舎
の
耐
震
診
断
は
、

職
員
数
も
含
め
た
組
織
全
体
の

総
合
的
な
計
画
の
下
で
、
計
画

的
に
実
施
す
る
べ
き
で
は
。（
閑

田
議
員
）

　
　

現
在
、
公
共
施
設
の
総
合

管
理
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

今
回
の
耐
震
診
断
を
計
画
に
生

か
し
た
い
。
ま
た
、
組
織
体
制

の
見
直
し
と
併
せ
て
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

（
総
務
課
長
）

　
　

国
勢
調
査
と
は
別
に
、
町

に
と
っ
て
必
要
な
統
計
調
査
は

町
独
自
で
行
い
、
政
策
企
画
に

生
か
す
べ
き
で
は
。（
閑
田
議

員
）

　
　

大
き
な
事
業
が
あ
る
場
合

は
必
要
な
の
で
、
検
討
し
た
い
。

（
企
画
振
興
課
長
）

　
　

防
災
施
設
整
備
に
つ
い
て

も
、
防
災
計
画
に
基
づ
き
計
画

的
に
町
全
体
を
考
え
る
べ
き
で

は
。（
閑
田
議
員
）

　
　

過
去
の
経
過
も
含
め
、
最

終
的
に
平
成
28
年
度
で
防
災
備

蓄
倉
庫
を
整
備
。
備
品
は
27
年

問答問答問答

度
か
ら
５
ヵ
年
計
画
で
購
入
す

る
。（
総
務
課
長
）

　
　

町
お
こ
し
交
流
・
情
報
発

信
等
拠
点
整
備
推
進
事
業
に
該

当
す
る
旧
商
工
会
東
野
支
所
の

建
物
は
既
に
整
備
に
着
手
し
て

い
る
が
、
27
年
度
予
算
に
計
上

し
て
い
た
か
。（
閑
田
議
員
）

　
　

26
年
３
月
補
正
で
27
年
度

の
繰
り
越
し
事
業
と
し
て
い
た

が
、
諸
事
情
に
よ
り
現
在
整
備

し
て
い
る
。（
産
業
観
光
課
長
）

　
　

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
利
用

実
績
は
。（
閑
田
議
員
）

　
　

３
月
か
ら
11
月
の
土
日
が

約
８
割
稼
働
、
平
日
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。（
産
業
観
光
課
長
）

　
　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
補
助

金
50
万
円
は
ど
の
よ
う
な
算
出

が
さ
れ
た
の
か
。（
前
田
議
員
）

　
　

参
加
費
95
万
円
、
補
助
金

50
万
円
の
計
１
４
５
万
円
で
運

営
す
る
と
い
う
企
画
書
を
も

ら
っ
て
い
る
。（
産
業
観
光
課

長
）

問答問答問答

　
　

垂
水
住
宅
以
外
の
団
地
の

基
金
は
。（
信
谷
議
員
）

　
　

使
用
料
を
維
持
管
理
費
と

公
債
費
に
充
当
し
て
い
る
の
で
、

基
金
は
な
い
。（
総
務
課
長
）

　
　

鳥
獣
飼
養
許
可
に
関
し
て
、

メ
ジ
ロ
は
捕
獲
禁
止
と
な
っ
て

い
る
が
。（
信
谷
議
員
）

　
　

す
で
に
飼
わ
れ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
の
手
数
料
だ
。（
産

業
観
光
課
長
）

　
　

新
規
就
農
者
・
Ｉ
Ｕ
タ
ー

ン
支
援
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
規
模

か
。（
信
谷
議
員
）

　
　

国
の
新
規
就
農
者
支
援
が

５
名
だ
が
、
ま
ず
町
の
Ｉ
Ｕ

タ
ー
ン
支
援
で
就
農
意
欲
な
ど

を
見
極
め
な
が
ら
、
併
せ
て
実

施
す
る
。（
産
業
観
光
課
長
）

　
　

栽
培
漁
業
の
新
魚
と
は
。

（
信
谷
議
員
）

　
　

中
南
部
地
域
の
漁
業
組
合

の
集
ま
り
で
、
引
き
続
き
マ
ダ

イ
を
養
殖
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。（
産
業
観
光
課
長
）

問答問答問答問答

　
　

物
産
館
の
管
理
方
法
に
工

夫
を
。（
信
谷
議
員
）

　
　

漁
協
・
集
落
支
援
員
・
南

の
里
な
ど
と
効
率
的
な
管
理
が

で
き
る
よ
う
協
議
す
る
。（
産

業
観
光
課
長
）

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
粗
品
に
、

産
品
の
掘
り
起
こ
し
を
す
る
べ

き
で
は
。（
越
田
議
員
）

　
　

一
定
額
以
上
の
寄
付
を
し

た
方
が
、
欲
し
い
も
の
を
選
べ

る
よ
う
な
形
に
し
た
い
。
株
主

制
度
の
よ
う
に
、
来
町
時
に
さ

ま
ざ
ま
な
優
遇
制
度
を
作
る
な

ど
、
検
討
し
た
い
。（
町
長
）

　
　

Ｄ
Ｖ
対
策
関
係
機
関
連
絡

会
議
の
活
動
実
績
は
。（
越
田

議
員
）

　
　

母
子
自
立
支
援
員
を
含
め

た
福
祉
課
と
、
警
察
で
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
児
童

虐
待
の
ほ
う
が
件
数
は
多
い
の

で
、
そ
れ
も
含
め
て
民
生
委
員

と
も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。（
福
祉
課
長
）

問答問答問答

　
　

職
員
の
接
遇
研
修
を
実
施

す
る
と
い
う
が
、
挨
拶
な
ど

は
出
来
る
の
が
当
然
で
あ
り
、

も
っ
と
職
務
上
必
要
な
高
度
な

研
修
を
行
う
べ
き
で
は
。（
閑

田
議
員
）

　
　

私
も
職
員
時
代
か
ら
、
接

遇
に
関
す
る
教
育
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
。
出
来
て
当
然
で
は

あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
こ
と

を
１
度
き
ち
ん
と
学
ん
で
お
く

べ
き
だ
ろ
う
。（
町
長
）

問答
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有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
費
が

増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
っ

と
抜
本
的
に
や
り
方
を
見
直
す

べ
き
で
は
。（
越
田
議
員
）

　
　

県
と
も
協
議
し
た
が
、
地

道
な
駆
除
が
一
番
効
果
的
で
あ

り
、
一
斉
駆
除
は
デ
メ
リ
ッ
ト

も
大
き
い
。（
産
業
観
光
課
長
）

　
　

老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
を

今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

（
前
田
議
員
）

　
　

大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て

い
る
。（
町
長
）

　
　

労
働
金
庫
の
融
資
制
度
の

町
内
勤
労
者
の
利
用
実
績
は
。

（
道
林
議
員
）

　
　

町
の
職
員
の
利
用
数
は
わ

か
る
が
、
町
内
勤
労
者
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。（
総

務
課
長
）

　
　

火
葬
場
の
有
効
な
活
用
方

法
に
つ
い
て
、
公
募
し
た
業
者

か
ら
提
案
は
あ
っ
た
の
か
。（
辰

田
議
員
）

　
　

葬
儀
を
行
え
る
工
夫
を
す

問答問答問答問答

る
提
案
が
あ
っ
た
。（
保
健
衛

生
課
長
）

　
　

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整

基
金
の
３
月
末
残
高
は
。（
閑

田
議
員
）

　
　

約
４
６
０
０
万
円
の
見
通

し
。（
保
健
衛
生
課
長
）

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
金
を
27
年
度
並
み
に
す
る
と

基
金
の
残
高
不
足
は
生
じ
な
い

の
で
は
。（
辰
田
議
員
）

　
　

毎
年
同
じ
額
の
繰
り
入
れ

を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。（
保

健
衛
生
課
長
）

　
　

介
護
保
険
料
は
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
が
、
事
業
を

精
査
し
て
も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト

に
し
て
は
。（
越
田
議
員
）

　
　

介
護
保
険
事
業
は
国
の
制

度
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る

の
で
、
必
要
な
い
事
業
は
な
い
。

（
福
祉
課
長
）

問答問答問答

　
　

以
前
は
な
か
っ
た
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納
繰
越

が
見
ら
れ
る
が
。（
閑
田
議
員
）

　
　

相
続
者
不
明
な
ど
の
案
件

が
生
じ
て
お
り
、
１
０
０
％
の

収
納
は
不
可
能
に
な
っ
て
き
て

い
る
。（
税
務
課
長
）

　
　

簡
易
水
道
の
本
管
は
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
枝
線
は
未
整

備
だ
と
思
う
が
。（
閑
田
議
員
）

　
　

50
ミ
リ
以
下
の
塩
ビ
管
は

ほ
ぼ
手
つ
か
ず
だ
。
更
新
計
画

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。（
上

下
水
道
課
長
）

　
　

ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
の
工
事
も

終
盤
に
入
り
人
が
減
っ
て
い
く

中
、使
用
料
の
見
込
み
は
。（
越

田
議
員
）

　
　

工
事
が
終
わ
り
、
試
運
転

が
始
ま
る
と
使
用
料
は
増
え
る
。

（
上
下
水
道
課
長
）

　
　

電
力
自
由
化
で
、
契
約
の

見
直
し
な
ど
の
考
え
は
。（
辰

田
議
員
）

　
　

ま
だ
考
え
て
な
い
が
、
今

問答問答問答問答

後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。（
上

下
水
道
課
長
）

　
　

さ
ざ
な
み
が
風
の
影
響
に

よ
る
欠
航
が
多
い
。
ま
た
、
新

造
船
な
の
に
故
障
が
多
い
よ
う

だ
が
。（
閑
田
議
員
）

　
　

運
航
規
程
で
、
風
速
13

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
出
港
を

停
止
し
て
い
る
。
故
障
は
、
冷

却
水
の
取
水
管
が
電
食
に
よ
り

穴
が
開
い
た
。（
建
設
課
長
）

　
　

船
の
構
造
上
、
バ
ラ
ン
ス

が
悪
い
の
で
は
。（
前
田
議
員
）

　
　

改
善
す
べ
く
船
長
と
も
協

議
し
た
が
、
運
輸
局
の
検
査
に

合
格
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

そ
れ
も
含
め
検
討
し
て
い
る
。

（
建
設
課
長
）

　
　

西
野
干
拓
地
の
残
土
搬
入

可
能
量
は
。
余
裕
が
あ
る
う
ち

に
、
次
の
受
け
入
れ
施
設
の
検

討
を
始
め
る
べ
き
で
は
。
ま
た
、

水
路
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。（
閑
田
議
員
）

　
　

建
設
残
土
が
減
少
し
て
お

問答問答問答

り
、
あ
と
10
年
弱
は
可
能
。
次

の
受
け
入
れ
地
に
つ
い
て
は
、

現
在
総
務
課
・
建
設
課
・
企
画

振
興
課
で
検
討
中
。
水
路
は
地

元
か
ら
の
要
望
も
あ
る
の
で
、

改
修
も
考
え
て
い
く
。（
企
画

振
興
課
長
）

　
　

水
路
は
審
議
会
発
足
当
初

か
ら
の
要
望
事
項
の
は
ず
。
ま

た
、
太
陽
光
発
電
所
の
中
に
調

整
池
が
残
っ
て
い
る
が
、
す
で

に
不
要
な
は
ず
。
こ
れ
ら
の
整

備
は
。（
辰
田
議
員
）

　
　

調
整
池
は
深
さ
が
15
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
周
辺
地
に
支
障
を

来
す
こ
と
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
、
現
状
の
ま
ま
残
し
て
い

る
。
水
路
は
予
算
が
高
い
。
ま

た
、
軟
弱
地
盤
な
の
で
安
定
的

な
工
法
を
選
択
す
る
必
要
が
あ

る
。（
企
画
振
興
課
長
）

問答
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第１回定例会（３月議会）
決まった主なこと

大崎上島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

平成28年度大崎上島町一般会計予算

平成28年度大崎上島町国民健康保険事業特別会計予算
　など11特別会計予算

人権擁護委員推薦
　氏名　大政　昭仁氏（再任）

大崎上島町課設置条例の一部を改正する条例

大崎上島町過疎地域自立促進計画の策定について　など43議案

大崎上島町いじめ問題調査委員会条例の一部を改正する条例

平成27年度大崎上島町一般会計補正予算
（地域課題解決事業　5629万円、大崎海星高校魅力化支援事業　1857万円）

第２回臨時会（３月議会）

工事請負契約の変更

第１回臨時会（２月議会）



大崎上島町  議会だより9

前
まえ

田
だ

　太
ふとし

　議員

4 人の議員が 5 項目を質問

質
問
（
前
田
議
員
）

　

今
年
度
で
多
く
の
課
長
が
退

職
さ
れ
る
。
今
ま
で
の
町
政
に

対
す
る
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
が
、

後
継
者
の
育
成
が
充
分
に
で
き

て
い
る
の
か
。

　

町
職
員
も
研
鑽
を
つ
み
、
能

力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
県
や
他
自
治
体
と
の
人

事
交
流
で
行
政
の
質
の
向
上
も

図
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
町

職
員
が
課
長
補
佐
ク
ラ
ス
で
課

長
の
後
継
と
し
て
の
実
力
涵
養

の
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
思
う
。
ポ
ス
ト
が
人
を
作

る
と
は
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
町
職
員
、

特
に
幹
部
職
員
を
育
成
し
て
い

く
の
か
尋
ね
る
。

答
弁
（
町
長
）

　

合
併
当
初
は
職
員
数
や
課
が

多
く
、
課
長
補
佐
・
主
幹
も
い

た
が
、
職
員
を
減
ら
す
中
、
課

も
減
り
、
そ
う
い
う
ポ
ス
ト
も

減
っ
た
。
管
理
職
と
し
て
の
勉

強
の
場
と
し
て
課
長
補
佐
が
必

要
と
の
提
案
か
と
思
う
が
、
登

竜
門
と
の
位
置
づ
け
が
必
ず
し

も
良
い
わ
け
で
は
な
い
。
今
役

場
の
人
事
も
年
功
序
列
で
は
な

く
登
用
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
次
を
期
待
し
て
い
る

意
思
表
示
で
人
材
が
育
つ
側
面

が
あ
る
の
も
間
違
い
な
く
、
そ

れ
ら
を
ふ
ま
え
て
配
置
を
考
え

て
い
き
た
い
。

再
質
問
（
前
田
議
員
）

　

機
構
改
革
が
あ
る
が
、
課
長

に
な
る
人
材
の
不
足
で
課
の
統

廃
合
と
い
う
の
で
は
、
町
政
の

劣
化
を
憂
慮
す
る
。
係
長
は
各

自
の
仕
事
、
係
の
統
括
も
大
変

で
あ
り
、
課
全
体
を
広
い
目
で

見
る
こ
と
は
難
し
い
。
課
長
と

な
っ
た
時
、
遅
滞
な
く
業
務
が

行
え
る
の
か
。

再
答
弁
（
町
長
）

　

そ
の
ポ
ス
ト
へ
行
け
ば
人
材

が
育
つ
の
も
事
実
だ
ろ
う
と
思

う
。
係
長
か
ら
課
長
に
な
れ
ば
、

課
長
の
仕
事
が
で
き
て
く
る
と

思
う
。
た
だ
、
現
実
問
題
と
し

て
全
体
を
見
て
い
く
と
い
う
自

覚
を
促
す
こ
と
が
必
要
だ
。

問
町
職
員
の
育
成
は

答
職
員
の
自
覚
を
促
す

産
業
観
光
課
か
ら
地
域
経
営
課
へ
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一　般　質　問

質
問
（
閑
田
議
員
）

　

本
町
は
３
人
以
上
の
子

ど
も
を
育
て
る
世
帯
の
割

合
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ

る
。
こ
う
し
た
世
帯
の
少

子
化
抑
制
へ
の
貢
献
度
は

大
き
い
が
、
反
面
、
経
済

負
担
も
大
き
い
。

　

子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
世

帯
に
対
し
、
追
加
の
子
育
て
支

援
を
図
っ
て
は
い
か
が
か
。

答
弁
（
福
祉
課
長
）

　

本
町
で
は
幼
児
期
の
学
校
教

育
、
保
育
及
び
地
域
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
に
よ
り
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
す
る
と

い
う
基
本
理
念
を
策
定
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
国
の
制
度
以
外
に
、

子
育
て
支
援
手
当
支
給
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　

２
つ
目
に
、
幼
稚
園
、
認
定

子
ど
も
園
等
の
利
用
者
負
担
に

つ
い
て
は
１
割
程
度
引
き
下
げ

て
い
る
。

　

３
つ
目
に
、
４
月
か
ら
乳
幼

児
医
療
費
の
支
給
対
象
を
就
学

前
か
ら
満
15
歳
ま
で
に
拡
大
す

る
。
事
業
計
画
に
沿
っ
て
事
業

を
実
施
し
、
総
合
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

問
子
育
て
支
援
の
充
実
を

問
施
政
方
針
の
具
体
的
な
説
明
を

答
事
業
計
画
を
基
に
総
合
的
に
推
進
す
る

答
実
施
に
あ
た
っ
て
は
議
会
と
も
充
分
協
議
す
る

質
問
（
信
谷
議
員
）

　

施
政
方
針
の
中
か
ら
具

体
的
に
伺
う
。

　

①
町
民
の
理
解
と
協
力

を
求
め
て
い
る
が
、
地
元

説
明
会
は
実
施
し
て
い
な
い
。

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施

す
る
の
か
。

　

②
国
は
過
去
最
大
規
模
の
予

算
を
編
成
し
て
い
る
。
広
島
県

　

③
公
営
塾
運
営
事
業
は
高
校

だ
け
で
な
く
、
中
学
校
や
小
学

校
ま
で
拡
大
実
施
し
た
ほ
う
が
、

税
の
公
平
性
が
保
た
れ
る
の
で

は
。

も
積
極
的
な
予
算
編
成
だ
が
、

本
町
は
前
年
度
比
０
・
６
％
減

と
な
っ
て
い
る
。
町
全
体
を
活

性
化
す
る
た
め
に
補
正
な
ど
を

実
施
す
る
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

　

④
住
宅
新
築
・
改
築
工
事
助

成
金
を
改
築
と
新
築
に
分
離
し
、

新
築
の
場
合
の
助
成
を
増
額
し

て
、
町
民
の
住
環
境
向
上
と
町

内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
べ
き

閑
かん

田
だ

 大
だい

祐
すけ

 議員信
のぶ

谷
たに

 俊
とし

樹
き

 議員
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一　般　質　問

お 知 ら せ
○�本庁・各支所ロビーのテレビまたはインターネットで議会生中継がご覧

いただけます。
※インターネットをご利用の場合はホームページの注目記事
　‌�「○○議会ただいま生放送中」をクリックしていただければご覧いただけ
ます。
※録画の視聴は町議会メニュ—の議会録画中継配信でご覧いただけます。

で
は
。

　

⑤
新
規
就
農
者
育
成
交

付
金
事
業
は
経
営
が
軌
道

に
乗
る
ま
で
と
し
て
い
る

が
、
何
年
ぐ
ら
い
を
目
途

に
し
て
い
る
の
か
。

　

⑥
水
産
振
興
対
策
事
業

で
、
町
外
で
の
販
路
拡
大

を
す
る
と
い
う
が
、
事
業

主
体
は
。

　

⑦
認
知
症
地
域
支
援
、

ケ
ア
向
上
事
業
の
支
援
体

制
は
。

　

⑧
町
有
財
産
適
正
化
、

遊
休
財
産
の
有
効
活
用
と

あ
る
が
、
財
産
利
活
用
検

討
委
員
会
も
開
催
せ
ず
ど

の
よ
う
に
適
正
管
理
す
る

の
か
。

　

⑨
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
る
が
、
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
は
。

答
弁

　

①
（
副
町
長
）

　

実
施
方
法
や
日
程
の
調

整
に
時
間
が
か
か
り
、
未

だ
実
現
で
き
て
い
な
い
。

多
く
の
住
民
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
た
い
の
で
、
暖

か
く
な
る
４
月
下
旬
頃
か

ら
で
調
整
し
て
い
る
。

　

②
（
総
務
課
長
）

　

予
算
が
０
・
６
％
減
と
な
っ

た
主
な
要
因
は
、
公
債
費
と
普

通
建
設
事
業
費
の
減
だ
が
、
建

設
事
業
費
は
、
前
年
度
は
金
額

の
大
き
い
木
江
屋
内
運
動
場
が

あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
除
く
事
業
費
で
は
約

２
億
７
千
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
る
。

　

緊
急
か
つ
必
要
な
事
業
に
つ

い
て
は
、
補
正
予
算
に
よ
る
追

加
も
検
討
す
る
。

　

③
（
町
長
）

　

小
中
学
生
向
け
に
は
町
内
に

も
民
間
の
学
習
塾
が
あ
る
。
ま

た
、
か
な
り
の
人
材
を
要
す
る

の
で
、
人
材
確
保
の
面
か
ら
も

小
中
学
生
に
範
囲
を
広
げ
る
の

は
困
難
だ
。

　

④
（
企
画
振
興
課
長
）

　

昨
年
度
も
当
初
見
込
み
を
は

る
か
に
超
え
た
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
が
町
民
に
期

待
さ
れ
て
い
る
と
認
識
は
し
て

い
る
が
、
昨
年
度
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
事
業
で
も
あ
り
、
不
公

平
感
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

⑦
（
福
祉
課
長
）

　

町
は
27
年
度
に
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

た
。

　

28
年
度
は
、
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
理
解
を
広
め
る
た
め

の
講
演
会
、
町
外
か
ら
専
門
医

を
招
い
て
相
談
日
を
設
け
る
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設
、
多

職
種
協
働
研
修
会
の
実
施
に
よ

る
認
知
症
者
・
家
族
の
支
援
な

ど
を
実
施
す
る
。

　

⑧
（
副
町
長
）

　

元
白
水
教
員
住
宅
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
を

開
催
し
た
い
。

　

⑨
（
町
長
）

　

随
時
、
効
果
の
有
無
な
ど
検

証
し
、
見
直
し
を
し
な
が
ら
、

効
果
の
あ
る
施
策
を
展
開
し
て

い
く
。

公営塾「神峰学舎」

　

⑤
（
産
業
観
光
課
長
）

　

新
規
就
農
者
育
成
交
付
金
は
、

５
年
間
を
目
途
に
し
て
い
る
。

　

⑥
（
産
業
観
光
課
長
）

　

町
外
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
が
主
体
と
な
り
、

町
は
そ
れ
を
支
援
す
る
考
え
だ
。

新
築
・
改
築
の
補
助
金
は
継
続
さ
れ
ま
す
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一　般　質　問

質
問
（
辰
田
議
員
）

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算

の
基
本
方
針
を
述
べ
ら
れ

た
が
、
事
業
の
羅
列
で
こ

れ
を
絶
対
に
や
り
た
い
と

い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
な
い
。

　

そ
こ
で
伺
う
。

一�

、
多
様
な
人
材
を
育
て

る
教
育
の
島
づ
く
り

二�

、
新
た
な
人
の
流
れ
で

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

三�

、
地
域
資
源
を
生
か
し

て
仕
事
と
産
業
を
育
て

る
ま
ち
づ
く
り

四�

、
癒
し
と
元
気
な
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
ま

ち
づ
く
り

以
上
４
点
を
挙
げ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

地
方
創
生
の
総
合
計
画
で
定

め
た
よ
う
に
、
教
育
の
町
・
人

材
を
し
っ
か
り
育
て
輩
出
す
る

町
を
第
一
に
頑
張
り
た
い
。

　

広
島
県
が
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
中
高
一
貫

校
を
設
置
す
る

と
い
う
こ
と
で

要
望
を
出
し
て

い
る
。
こ
れ
も

ハ
ー
ド
ル
は
高

い
と
思
う
が
、

し
っ
か
り
と
可

能
性
を
追
求
し

て
ま
い
り
た
い
。

　

さ
ら
に
、
町

に
は
県
立
大
崎

海
星
高
校
・
広

島
商
船
高
専
ど

ち
ら
も
今
後
の

生
き
残
り
を
か

辰
たつ

田
だ

 真
しん

司
じ

 議員

問
施
政
方
針
に
つ
い
て

答
人
材
育
成
を

入学式前に青春坂を上る新入生

問
本
土
架
橋
へ
の
取
組
み
は

答

協
議
中

質
問
（
辰
田
議
員
）

　

本
土
側
に
向
け
て
大
崎
上
島

架
橋
促
進
協
議
会
及
び
大
崎
上

島
架
橋
促
進
期
成
同
盟
会
が
活

動
し
、
毎
年
要
望
活
動
・
総
会

を
開
催
し
、
活
動
報
告
が
な
さ

れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
間
活
動

の
実
態
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と

思
う
が
、
こ
の
協
議
会
、
同
盟

会
を
町
長
は
ど
の
よ
う
に
思
い
、

今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る

の
か
。

　

以
前
質
問
以
降
に
何
か
動
き

が
あ
っ
た
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

平
成
27
年
７
月
６
日
に
東
広

島
市
・
竹
原
市
・
本
町
で
会
議

を
開
き
協
議
会
・
同
盟
会
は
整

理
し
て
出
直
す
と
い
う
方
向
性

を
出
し
て
い
る
。

け
て
町
と
一
緒
と
な
っ
て
協
議

を
し
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

安
芸
灘
橋
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●菜園活動･お茶室保育
　認定こども園ひかりえんでは、特に健康的な成長をうながすために、菜園活動から食育について
学び、教育的観点から茶道を通して､ 社会生活における､ 好ましい習慣や態度を身につけることを
学び、これらを重点的に取り組んでいます。

議会は、がんばる島の子ども達を応援します。
『このページは、ひかりえんより頂いた原稿・写真を
掲載しています。』

　保育所ひかり園は、平成27年４月１日より、認定こど
も園ひかりえんに施設移行いたしました。今年で、幼
保連携型認定こども園として、２年目となります。
　幼保連携型認定こども園とは、幼稚園と保育所が一
体化した施設です。３歳以上の子どもさんについては、
おおむね午前中４時間を教育の時間として、午後から
は保育の時間と分けて最大で11時間、子どもさんをお
預かりしております。また、３歳未満の子どもさんは、
今までの保育所と同じように、最大11時間、乳幼児の
保育を行っております。
　３歳以上の子どもさんは、保護者が働いている、い
ないに関わらず利用でき、保護者の就労状況が変化し
た場合でも、通い慣れた園を継続して利用できること
が大きな特長です。また、幼保連携型認定こども園に
は子育て支援の場が用意されており、園に通っていな
い子どもさんや保護者も、子育て相談や親子の交流の
場への参加など利用をすることができます。

● 認定こども園ひかりえんとして目指
す教育及び保育の目標・理念

　子どもが現在最もよく生き、望まし
い未来を創り出す力の基礎を培うこと
を目標とし、家庭との連携を図りなが
ら、一貫した教育及び保育を実施する。

● 認定こども園ひかりえんは、次のよ
うな子どもの姿をめざします。

　☆心身共に健康でしなやかな子ども

　☆ よく見、よく聞き、よく学び、よ
く考え、創造し、自ら行動する子
ども

　☆ ともだちや自然を大切にし、慈し
みの心にあふれた子ども

認定こども園
ひかりえんの紹介
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総務福祉文教常任委員会報告
委員長：越田賢一　副委員長：閑田大祐
委　員：信谷俊樹　尾尻康二
　　　　道林清隆

産業建設常任委員会報告
委員長：前田　太　副委員長：浜田幸造
委　員：辰田真司　渡辺年範
　　　　蒔田篤雄　浜田明利

　

平
成
27
年
12
月
定
例
会
以
降

に
開
催
し
た
委
員
会
で
の
主
要

な
調
査
、
協
議
事
項
及
び
継
続

審
議
し
た
内
容
と
事
業
内
容
の

審
議
を
報
告
し
ま
す
。

○�

大
崎
上
島
町
課
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

内
容
と
し
て
大
崎
上
島
町
課

の
再
編
『
10
課
１
事
務
局
23
係

→
８
課
１
事
務
局
22
係
』
と
す

る
も
の
で
、
目
的
と
し
て
『
大

崎
上
島
町
第
２
次
長
期
総
合
計

画
』
の
早
期
実
現
に
向
け
、
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
経
営
と
適

材
適
所
の
人
事
配
置
を
念
頭
に
、

組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
高
め

重
要
施
策
の
一
層
の
推
進
等
を

図
る
為
の
組
織
体
制
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。
し
か
し
機
構
改

革
に
よ
る
影
響
力
も
大
き
く
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
事
業

の
遅
れ
な
ど
の
リ
ス
ク
回
避
を

徹
底
す
る
よ
う
提
言
し
ま
し
た
。

○�

大
崎
上
島
町
国
民
健
康
保
険

税
の
改
正

　

３
町
合
併
後
、
変
動
の
な

か
っ
た
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
等
を
引
き
上
げ
る
改
正
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は

毎
年
、
数
千
万
円
の
赤
字
で
あ

り
、
こ
の
赤
字
分
に
つ
い
て
は

国
保
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
し
た

が
基
金
の
枯
渇
を
避
け
、
今
後

の
運
営
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ

う
に
す
る
た
め
で
す
。

○�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
高
齢
者
対
象

出
前
講
座

　

わ
か
り
に
く
く
犯
罪
等
に
巻

き
こ
ま
れ
な
い
為
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
説
明
を
集
会
所
な
ど

に
担
当
者
が
出
向
い
て
説
明
す

る
。
平
成
28
年
３
月
８
日
現
在
、

町
内
19
ヶ
所
で
開
催
。

○�

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金

　

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の

一
環
と
し
て
平
成
29
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
る
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
の
前
倒
し
的
な
位
置
づ

け
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ま

た
、
平
成
28
年
度
前
半
の
個
人

消
費
の
下
支
え
に
も
資
す
る
よ

う
、
低
所
得
の
高
齢
者
等
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
。

○�

平
成
27
年
度
補
正
予
算
及
び
、

平
成
28
年
度
当
初
予
算

　

予
算
の
説
明
を
受
け
委
員
会

で
審
議
し
ま
し
た
。

○
意
見
書

　

委
員
会
で
は
１
件
の
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

出前講座

　

平
成
27
年
12
月
定
例
会
以
降

の
委
員
会
報
告
を
し
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
町
の
当
初

予
算
が
議
案
と
な
る
た
め
に
各

課
か
ら
来
年
度
の
予
算
、
主
な

事
業
の
説
明
を
う
け
て
審
議
を

し
ま
し
た
。
ま
た
機
構
改
革
に

よ
る
所
管
の
課
の
変
更
が
あ
り

ま
し
た
。

○
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成

　

町
は
３
月
30
日
に
広
島
市
と

広
島
広
域
都
市
圏
の
連
携
協
約

を
結
び
ま
し
た
。
広
島
市
を
中

枢
に
県
内
９
市
８
町
、
山
口
県

２
市
５
町
で
形
成
さ
れ
ま
す
。

連
携
中
枢
都
市
圏
は
地
方
創
生

の
一
環
で
総
務
省
が
打
ち
出
し

た
新
制
度
で
す
。

　

地
方
の
人
口
減
少
を
食
い
止

め
る
た
め
、
圏
域
全
体
で
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
の
循

環
を
基
調
と
す
る
ロ
ー
カ
ル
経

済
圏
を
構
築
す
る
も
の
で
、
圏

域
経
済
の
活
性
化
と
本
町
の
自

律
的
で
持
続
的
な
発
展
を
図
る

も
の
で
す
。

　

町
で
は
交
流
・
移
住
・
定
住

に
関
わ
る
広
域
連
携
事
業
や
一

時
預
か
り
保
育
事
業
の
広
域
利

用
な
ど
１
８
の
事
業
に
参
画
し

ま
す
。

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

　

過
疎
に
よ
り
生
産
機
能
や
生

活
環
境
整
備
な
ど
地
域
の
活
力

が
低
下
し
て
い
る
地
域
の
活
性

化
を
図
る
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
が
平
成
32
年
度
ま



大崎上島町  議会だより1₅

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法

で
は
過
疎
地
域
へ
の
財
政
上
の

特
別
措
置
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
町
で
は
大
崎
上
島

町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

○
大
串
キ
ャ
ン
プ
場
施
設
改
修

　

シ
ャ
ワ
ー
棟
を
新
設
し
ま
し

た
が
、
当
初
想
定
し
て
い
た
利

用
法
と
異
な
り
、
脱
衣
場
は
砂

や
水
が
あ
ふ
れ
、
シ
ャ
ワ
ー
室

も
排
水
が
詰
ま
る
な
ど
の
問
題

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
解

消
す
る
た
め
直
接
シ
ャ
ワ
ー
室

に
出
入
り
で
き
る
ド
ア
の
設
置

や
排
水
対
策
を
施
し
ま
す
。

○
排
水
機
場
整
備
事
業

　

広
田
排
水
機
場
の
設
備
整

備
・
更
新
が
行
わ
れ
ま
す
。
老

朽
化
し
て
い
る
設
備
を
整
備
更

新
し
、
設
備
の
長
命
化
を
図
る

も
の
で
す
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

○
議
会
議
員
15
年
以
上

　
　
　

蒔
田　

篤
雄　

議
員

　
　
　
　
　
　
表
彰
基
準
日

　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
２
月
４
日

広
島
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

〇
議
会
議
員
20
年
以
上

　
　
　

辰
田　

真
司　

議
員

　
　
　
　
　
　
表
彰
基
準
日

　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
１
月
１
日

議
員
研
修
等
報
告

　

平
成
28
年
２
月
19
日
広
島
県

町
議
会
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
、

研
修
会
も
開
催
さ
れ
た
。

　

広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

芳

野
政
明
氏
の
﹁
広
報
紙
ク
リ

ニ
ッ
ク
﹂
と
題
し
た
研
修
が
あ

り
、
広
島
県
内
の
他
町
の
広
報

紙
に
つ
い
て
解
説
（
評
価
・
指

摘
）
が
あ
っ
た
。
表
彰
さ
れ
た

こ
と
を
今
後
の
議
会
広
報
紙
作

成
に
生
か
し
た
い
。

　

ま
た
、
時
事
通
信
仙
台
支
社

長　

山
田
蕙
資
氏
に
よ
る
講
演

が
あ
っ
た
。

自
治
功
労
者
等
表
彰

　

広
島
県
議
会
議
長
会
に
よ
る

第
33
回
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

佳
作

○
町
道
改
良
事
業

　

明
石
原
田
線
を
離
合
可
能
に

改
良
、
沖
浦
本
郷
線
に
落
石
対

策
を
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
集
落
と
集
落
を
結

ぶ
１
級
町
道
を
改
良
整
備
し
、

住
民
の
利
便
性
を
図
り
安
全
安

心
な
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
目

的
で
す
。

シャワー棟

広田排水機場
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質
問

　

各
地
区
で
生
の
声
を
き
く
べ
き
で
は

回
答

　

今
年
度
中
に
始
め
た
い

そ
の
後
の
経
過

　

行
政
懇
談
会
は
、
平
成
28
年
４
月
下
旬
か
ら
木
江
地
区
（
明
石
）

か
ら
実
施
し
て
い
く
。

追
跡
　
あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

（
平
成
25
年
12
月
定
例
会
一
般
質
問
か
ら
）

で
も
帰
っ
て
来
ら
れ
る
町
づ

く
り
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｓ
）

大崎上島町議会
 ☎ （0846）６５－３１３０（直通）
ＦＡＸ（0846）６５－３１１７

〒725︲0231 広島県豊田郡大崎上島町東野6625︲1
URL:http://www.town.osakikamijima.hiroshima.jp/

議会傍聴をしてみませんか。
次回の定例会は６月です

日程は町内放送・ホームページで
お知らせします。

　

春
爛
漫
百
花
繚
乱
の
季
節

を
迎
え
ま
し
た
。

　

三
月
定
例
議
会
で
は
新
年

度
百
十
億
円
の
予
算
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
少
な
い
中
で

の
や
り
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
春
町
内
の
小
学
校
で

は
39
人
が
卒
業
し
、
新
入
生

35
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
40
人
が
巣
立

ち
40
人
が
希
望
に
燃
え
て
入

学
し
元
気
に
新
年
度
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

人
数
は
少
な
く
と
も
賑
わ

い
の
あ
る
学
校
は
町
民
み
ん

な
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
進

学
・
就
職
と
大
崎
上
島
を
離

れ
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
ど

ん
な
街
に
進
も
う
と
も
﹁
ふ

る
さ
と
﹂
大
崎
上
島
を
想
い

な
が
ら
活
躍
し
て
ほ
し
い
と

願
う
も
の
で
す
。

　

そ
し
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町の活性化のために！


